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参
拝
客
数
・
人

和暦年

伊勢神宮（外宮・内宮）参拝者数推移
対象年次 明治29（1896）年～令和5（2023）年（9月末現在）

上・両宮

中・内宮

下・外宮

第62回式年遷宮前後のお伊勢さん年越し・初詣で数と日経平均株価の関係性 単位：人

和暦 西暦 干支 主なイベント 1月1日 1月2日 1月3日 3が日計 前年比増減率 日経平均株価当年終値
景気循環
山・谷

参拝客者数 日経平均株価

平成24年 2012年 壬辰 222,568 142,355 116,828 481,751 0.90 10,395.18 谷 ● ●

平成25年 2013年 癸巳 遷宮 292,140 176,430 143,198 611,768 1.27 16,291.31 ↗ 〇 〇

平成26年 2014年 甲午 おかげ年 309,398 187,031 187,251 683,680 1.12 17,450.77 ↗ 〇 〇
平成27年 2015年 乙未 240,036 105,082 122,015 467,133 0.68 19,033.71 ↗ ● 〇
平成28年 2016年 丙申 伊勢志摩サミット 214,562 146,965 122,495 484,022 1.04 19,114.37 ↗ 〇 〇
平成29年 2017年 丁酉 お伊勢さん菓子博 211,244 148,222 130,972 490,438 1.01 22,764.94 ↗ 〇 〇
平成30年 2018年 戊戌 222,568 142,355 116,828 481,751 0.98 20,014.77 山 ● ●

平成31年 2019年 己亥 231,940 145,674 135,498 513,112 1.07 23,656.62 ↘ 〇 〇
令和2年 2020年 庚子 新型コロナウィルス 255,007 153,185 152,128 560,320 1.09 27,444.17 谷 〇 〇
令和3年 2021年 辛丑 新型コロナウィルス 65,535 59,076 45,914 170,525 0.30 28,791.71 ↗ ● 〇

令和4年 2022年 壬寅
新型コロナウィル
ス、ロシアがウク
ライナに侵攻

133,760 106,630 91,859 332,249 1.95 26,094.50 ↘ 〇 ●

令和5年 2023年 癸卯

新型コロナ「5」、
イスラエル・パレ
スチナ紛争ハマー
ス侵攻

173,652 108,345 93,382 375,379 1.13 ↗ 〇 〇

令和6年 2024年 甲辰

1,082,462 715,265 635,609

2023.10.31データ出所：伊勢市観光統計・出典資料提供「神宮司庁」注：1月1日は、大晦日20:00以降　作成：筆者

注）景気循環　山・谷は、内閣府経済社会総合研究所景気頭頚部「景気基準日付　山・谷」
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神楽坂だより
研
究
の
動
機

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
、
証
券
会
社
に
入

社
、
伊
勢
の
古
老
の
投
資
家
か
ら
「
来
年
は
、

遷
宮
。
時
代
は
変
わ
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
関
心
を
抱
き
、
以
来
、
「
モ
ノ

コ
ト
の
分
か
れ
目
」
を
研
究
し
て
50
年
余
と

な
り
ま
す
。

年
末
が
近
づ
い
て
き
ま
す
と
、
十
二
支
〝

干
支
〟
が
株
式
市
場
で
話
題
に
上
り
ま
す
。

相
場
格
言
で
言
え
ば
〝
戌
亥
に
仕
込
み
て
辰

巳
で
売
れ
ば
蔵
が
建
つ
〟
上
昇
年
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

来
年
は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
以
来

の
“
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
”
の
年
で
す
。

モ
ノ
コ
ト
に
は
、
身
の
回
り
に
ジ
ン
ク
ス
、

迷
信
、
俗
説
、
伝
説
、
が
未
だ
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
証
券
で
の
現
役
時
代
、
師
走
に
な

る
と
、
ど
こ
か
ら
か
〝
春
日
大
社
の
お
告
げ

〟
な
ど
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。

上
図
（
作
成
・
筆
者
）
は
、
明
治
29
年
か

ら
令
和
４
年
ま
で
の
伊
勢
神
宮
（
外
宮
・
内

宮
）
参
拝
者
数
を
伊
勢
市
観
光
統
計
か
ら
グ

ラ
フ
表
示
し
た
も
の
で
す
。
遷
宮
前
後
、
車

社
会
で
外
宮
内
宮
逆
転
な
ど
推
移
か
ら
特
徴

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
前
回
の
遷
宮
前
年

か
ら
今
年
の
年
末
年
始
初
詣
で
見
て
も
対
前

年
比
の
増
減
に
よ
っ
て
経
済
活
動
、
景
気
動

向
、
日
経
平
均
株
価
に
影
響
、
ほ
ぼ
符
合
し

て
い
ま
す
。

分
か
れ
目
を
検
証

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
、
未
公
開
企
業

へ
の
投
融
資
業
務
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
株
式
公
開
新

規
上
場
）
支
援
業
務
に

携
わ
り
、
平
成
８
（
１

９
９
６
）
年
、
山
内
昶

『
タ
ブ
ー
の
謎
を
解
く
』

の
本
と
の
出
会
い
で
研
究
に
拍
車
が
か
か
り

ま
し
た
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
リ
ス
ク
と

リ
タ
ー
ン
の
相
反
、
「
い
か
に
リ
ス
ク
を
少

な
く
す
る
か
」
千
葉
商
科
大
学
大
学
院
で
科

目
履
修
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
で
は

業
務
課
題
研
究
の
一
端
と
し
て
検
証
経
過
を

「
投
資
回
収
の
判
断
を
い

つ
行
な
う
べ
き
か
？
」

（
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

『
Ｔ
Ｓ
Ｒ
情
報
』2005

.
0
1
.
3
0

号
）
で
発
表
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
投
資
会
社
）
に
と
っ
て

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
マ
ン
ス
は

最
も
重
要
視
で
し
た
。

景
気
循
環
と
と
も
に
一

定
の
サ
イ
ク
ル
・
周
期
が

見
ら
れ
る
カ
ギ
は
、
岸
根
卓
郎
『
文
明
論―

文

明
興
亡
の
法
則―

』
の
書
と
の
出
会
い
で
、
人

類
の
文
明
史
観
の
扉
を
開
く
と
、
「
宇
宙
の
法

則
が
存
在
し
、
東
西
文

明
が
一
定
の
周
期
で
交

代
を
す
る
」
我
が
国
は
、

輸
入
文
明
・
文
化
を
受

け
入
れ
て
き
た
が
日
本

人
の
価
値
観
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
教
授
『
文
明
の
衝

突
』
（
写
真
は
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
文
明
理
論
で

み
た

21
世
紀
の
日
本
）

で
「
世
界
の
国
々
は
、
文

明
ご
と
に
７
つ
か
８
つ
に

分
か
れ
グ
ル
ー
プ
を
形
成
、

中
で
も
日
本
は
、
異
質
な

文
明
を
有
し
て
お
り
独
立
し
て
考
え
る
べ
き
」

と
指
摘
、
天
孫
降
臨
に
象
徴
さ
れ
ま
す
日
本
神

話
・
コ
メ
作
り
の
生
活
リ
ズ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
刻
ん

で
い
る
か
ら
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。

今
春
、
猿
橋
賞
受
賞
の
武
蔵
野
美
術
大
学
宮

原
ひ
ろ
子
教
授
が
「
太
陽
活
動
は
22
年
周
期
」

を
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
宇
宙
の
リ
ズ
ム
に
符
合

す
る
我
が
国
の
歩
み
そ
の
も
の
で
あ
り
分
か
れ

目
（
境
目
）
兆
し
転
換
点
を
見
い
出
す
上
に
大

い
に
参
考
と
な
り
ま
す
。
検
証
で
極
め
た
い
。

来
年
は
、
「
甲
辰
」
・
辰
巳
で

売
れ
ば
蔵
が
建
つ

相
場
格
言
・
ジ
ン
ク
ス
・
俗
説
は
、
生
き
て

い
ま
す
。

成
否
の
分
か
れ
目
を
検
証
研
究
し
て
50
年

神
宮
参
拝
者
数
と
経
済
・
景
気
、

初
詣
で
は
日
経
平
均
株
価
と
符
合

次
代
は
、
日
本
独
自
文
明
文
化
を

評
価
の
時
代
へ
移
行

巳
年
転
換
点
か
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
５
年
・
紀
元
２
６
８
３
年
發
卯

11
月

霜
月

３
日
（
金
・
文
化
の
祝
日
）
10
時
～
15
時

重
要
文
化
財

旧
慶
光
院
客
殿
公
開

お
は
ら
い
町

祭
主
職
舎
（
旧
慶
光
院
）

５
日
（
日
）

10
時
～

倭
姫
宮
秋
の
例
大
祭
（
ご
鎮
座
１
０
０
周
年
祭
）

12
日
（
日
）
参
集
殿
奉
納
舞
台

13
時
～

都
山
流
尺
八
楽
・
筝
曲
奉
納

・
奉
納
者

都
山
流
尺
八
楽
会

理
事
長

森
田

柊
山

始
70
名

・

23
日
（
木
・
勤
労
感
謝
の
祝
日
）

新
嘗
祭

豊
受
大
神
宮

大
御
饌

４
時

奉
幣

７
時

皇
大
神
宮

大
御
饌

11
時

奉
幣

14
時

宮
中
の
神
嘉
殿
に
お
い
て
、
新
嘗
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

に
際
し
、
勅
使
を
御
差
遣
に
な
り
幣
帛
を
奉
ら
れ
ま
す
。

神
宮
で
は
天
照
大
御
神
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
に
神
饌

を
お
供
え
す
る
大
御
饌
の
儀
が
行
わ
れ
、
続
い
て
勅
使
が

天
皇
陛
下
の
幣
帛
を
奉
る
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
嘗
祭
は
両
正
宮
に
引
き
続
き

11
月

29
日
ま
で
、
す

べ
て
の
宮
社
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

31
日
（
火
）
大
祓

15
時

12
月
の
月
次
祭
に
先
立
ち
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
・

楽
師
を
祓
い
清
め
る
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
大
宮
司

以
下
の
神
職
と
楽
師
を
お
祓
い
す
る
儀
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。

参
拝
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
注
意

冬
季
時
間

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
５
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

火)

、
11
日(

金)

、

21
日(

月)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神
宮
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
柄

杓
設
置
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
方
法
手
順
は
、

https://y
outu.be/MH

mPzl56IzM

皇
大
神
宮
別
宮

倭
姫
宮

ご
鎮
座
100
周
年
記
念
奉
祝
行
事
週
間

【
伊
勢
】
三
連
休
と
な
っ
た
11
月
４
日
㈯
、
内
宮

参
集
殿
２
階
講
堂
に
お
い
て
櫻
井
治
男
皇
學
館
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
会
「
時
空
を
つ
な
ぐ
倭
姫
命
」

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
、
こ
れ

か
ら
の
１
０
０
年
」
を
テ
ー
マ
に
櫻
井
先
生
、
倭
姫

宮
御
杖
奉
賛
会
牧
戸
福
司
会
長
、
神
宮
司
庁
広
報
室

音
羽
悟
次
長
が
登
壇
さ
れ
、
文
筆
家
の
千
種
清
美
さ

ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
拝
聴
を
い
た

し
ま
し
た
。

普
段
顔
を
合
わ
す
機
会
の
多
い
方
や
遠
来
の
方
々

の
声
は
、
「
え
っ
、
倭
姫
宮
っ
て
１
０
０
年
し
か
経
っ

て
い
な
か
っ
た
の
」
、
「
櫻
井
先
生
の
お
話
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
登
壇
の
皆
さ
ん
の
お
話

を
聴
い
て
ご
鎮
座
に
到
る
い
き
さ
つ
、
配
布
資
料
で

納
得
、
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
」
、
「
先
人
の
労
苦

が
あ
っ
て
今
日
が
あ
る
の
で
す
ね
」
と
異
口
同
音
で

し
た
。
紛
争
、
戦
争
の
絶
え
な
い
、
課
題
の
多
い
世

界
に
あ
っ
て
日
本
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

が
幸
せ
を
改
め
て
実
感
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

絵
か
き
の
ま
ち

志
摩
市
大
王
町
浪
切

県
立
美
術
館
美
術
セ
ミ
ナ
ー
で
司
会

【
志
摩
】
本
年
度
三
重
県
立
美
術
館
友
の
会

で
理
事
と
し
て
研
修
部
長
を
拝
命
の
小
職
は
、

当
日
、
司
会
進
行
を
務
め
ま
す
。

志
摩
市
並
び
に
鳥
羽
、
伊
勢
は
じ
め
南
勢

地
区
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
会
場

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
無
料
・
事
前
申
込
み
要
。



加
齢
と
と
も
に
フ
レ
イ
ル
で
益
々
健
康
で

【
代
々
木
】
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

荒
井
秀
典
先
生
に
よ
る
と
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
適
切
な
食
生
活
に
加
え
て

適
度
の
運
動
習
慣
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
定
期
的
に
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
」
を
し
て
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
維
持
に
必
要
な
身
近
な
物
質
は
、
①
ア
ミ
ノ
酸
、
②

タ
ン
パ
ク
質
。
ア
ミ
ノ
酸
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
芽
か
ら
の

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
小
麦
か
ら
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
昆
布
か

ら
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
採
取
し
た
砂
の
中
か
ら

23
種
類

の
ア
ミ
ノ
酸
が
発
見
さ
れ
生
命
の
根
源
と
し
て
ア
ミ
ノ
酸
の

存
在
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸
の
主
な
効
果
は
、

①
運
動
能
力
の
維
持
、
②
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
③
皮
膚
・
肌

の
保
湿
効
果
、
な
ど
で
ア
ミ
ノ
酸
と
は
タ
ン
パ
ク
質
の
も
と

と
な
る
成
分
で
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。
タ
ン
パ
ク

質
を
摂
る
と
消
化
器
官
に
よ
っ
て
ペ
プ
チ
ド
や
ア
ミ
ノ
酸
へ

と
消
化
さ
れ
、
体
内
に
吸
収
・
利
用
さ
れ
免
疫
機
能
強
化
。

映
画
「
月
」
を
鑑
賞
し
て

【
渋
谷
】
あ
の
相
模
原
郊
外
の
障
が
い
者
施
設
で
の

痛
ま
し
い
大
量
殺
傷
事
件
を
題
材
に
、
平
成
29
（
２

０
１
７
）
年
発
表
さ
れ
た
辺
見
庸
の
小
説
「
月
」
が

映
画
化
さ
れ
、
10
月
27
日
㈮
、
渋
谷
道
玄
坂
「
ユ
ー

ロ
ス
ペ
ー
ス
」
で
18
時
10
分
か
ら
鑑
賞
、
若
い
世
代

が
多
い
の
に
び
っ
く
り
で
し
た
。
直
面
す
る
事
実
、

現
場
か
ら
逃
げ
な
い
、
真
正
面
か
ら
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
は
難
し
い
。
加
害
者
と
な
る
介
護
職
員
の

「
心
が
な
い
」
、
「
存
在
、
生
き
る
意
味
が
な
い
」

の
言
動
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
宮
澤
り
え
、
二
階
堂

ふ
み
ら
の
演
技
が
光
り
ま
す
。
伊
勢
は
、
進
富
座
。
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紙小路あつまろの小話

「えっ、蛍光灯ってなに？」

「直管蛍光灯のことよ。日本照明

工業会によると、日本のメーカー

で現在もあの蛍光灯を製造してい

るのはたった2社だけなのよ」

「2027年末までで製造と輸出入が禁

止。147の国・地域が加盟の水俣
条約で水銀を使用のボタン型電池

や水銀含有の化粧品、触媒を使用

するポリウレタンも2025年末で製造、
輸出入禁止となるのです。」

「昭和の時代に日常的に使っていた

言葉と同じで死語になるのね」

「そうですよ。アイアイサー、あん

ぽんたん、オカンムリ、おちゃの

こさいさい、ギャフン、シャカリキ、

レッツラゴー、バタンキューなど」

「えー？、まだ、使ってますよ。」

「Ｚ世代には通用しません、もはや

宇宙人同士なのですよ！」

「残したい死語も多いですね。」

「ポケベルを例に世代間の交流ツールに」
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2023年9月末） 2020年以降、コロナ禍・令和5年5/8「5」変更

訪
日
外
国
人
客
数
を
読
む

９
月
、
２
０
１
９
年
同
月
比

96
％
と
大
き
く
回
復

２
１
８
万
４
３
百
人

【
新
宿
】
日
本
政
府
観
光
局
が

10
月

18
日
公
表
の
「
訪
日
外
国
人
客
数
」

９
月
は
２
１
８
万
４
３
百
人
（
推
計

値
）
で
コ
ロ
ナ
禍
前
（
２
０
１
９
年
）

の
９
６
．
１
％
（
同
年
同
月
比
）
の

水
準
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

回
復
率
で
は
、
前
月
を
大
き
く
上

回
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

前
に
迫
る
勢
い
で
す
。

国
・
地
域
別
に
見
て
み
ま
す
と
、

韓
国
の
１
８
３
．
４
％
増
水
準
を
ト
ッ

プ
に
②
メ
キ
シ
コ
６
０
．
８
％
、
⓷

中
東
中
東
地
域
５
５
．
６
％
、
④
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
３
０
．
７
％
、
⑤
カ
ナ

ダ
２
９
．
５
％
と
続
き
米
州
、
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
の
外
国
人
客
数
が
増
加

し
た
こ
と
が
回
復
率
の
押
し
上
げ
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
２
０

０
０
年
代
の
爆
買
い
中
国
か
ら
は―

６
０
．
２
％
、
ロ
シ
ア
か
ら
は―

５

８
．
９
％
、
英
国
か
ら
は―

４
０
．

１
％
と
同
比
で
大
き
く
減
少
、
コ
ロ

ナ
禍
前
に
比
べ
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て

い
ま
す
。
特
に
、
北
欧
、
中
東
、
米

州
、
韓
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
は

過
去
最
高
も
し
く
は
増
加
傾
向
で
特

記
す
べ
き
傾
向
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
大
き
く

異
な
る
価
値
観
を
実
感

伊
勢
神
宮
へ
の
訪
日
外
国
人
参
拝

者
数
（
下
図
・
伊
勢
市
観
光
統
計
を

基
に
筆
者
作
成
）
を
見
る
と
、
平
成

元
年
以
降
、
先
進
７
か
国
首
脳
会
議
・

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
平
成

28
（
２

０
１
６
）
年
の
１
０
９
、
９
４
７
人

を
ピ
ー
ク
に
コ
ロ
ナ
禍
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
化
の
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
の

７
、
９
０
１
人
を
ボ
ト
ム
と
し
て
回

復
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
は
、

５
７
、
５
０
７
人
（
９
月
末
現
在
）

と
５
９
３
．
５
％
（
前
年
同
期
比
）

と
約
６
倍
増
の
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
宗
教
的
・
神

道
と
見
て
い
た
訪
日
外
国
人
も
コ
ロ

ナ
禍
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

な
ど
紛
争
・
戦
争
の
絶
え
な
い
現
実

を
直
視
し
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神

域
に
足
を
踏
み
入
れ
、
手
を
合
わ
す

光
景
は
、
人
間
と
し
て
同
じ
共
感
性

を
有
し
ま
す
。

我
が
国
の
伝
統
と
し
て
、
春
に
は

五
穀
の
豊
作
を
祈
り
、
秋
に
は
収
穫

に
感
謝
す
る
稲
作
を
中
心
と
し
た
暮

ら
し
・
営
み
が
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

刻
み
込
ま
れ
生
活
姿
勢
の
リ
ズ
ム
と

な
っ
て
歴
史
文
化
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
勢
神
宮
は
じ
め
地
方
の
過
疎
地

域
に
ま
で
足
を
運
び
自
然
、
古
民
家
、

風
習
に
感
激
す
る
は
、
日
本
人
も
ま

た
外
国
人
の
買
い
物
嗜
好
等
行
動
で

忘
れ
も
の
に
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会
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◆

◆
い
つ
か
来
た
道

を
歩
む
の
か
中
国
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
政

策
が
良
か
ぬ
方
向

と
感
じ
ま
す
。
◆
中
国
共
産
党
規
約

第

10
条
第
６
項
は
個
人
の
崇
拝
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
習
近

平
政
権
は
、
こ
の
禁
止
条
項
を
無
視

し
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
◆
党
の

政
治
学
習
会
で
は
習
近
平
の
写
経
、

暗
唱
、
学
習
記
録
を
提
出
さ
せ
、
学

校
で
は
、
国
の
政
策
に
批
判
的
な
授

業
言
動
を
行
な
う
と
モ
ニ
タ
ー
監
視

や
密
告
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
と
言

う
。
文
化
大
革
命
を
想
起
し
ま
す
。

◆
本
年
３
月
に
元
首
相
の
李
克
強
が

急
逝
。
自
然
死
か
不
自
然
死
か
議
論

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７
６
年

１
月
、
周
恩
来
首
相
逝
去
で
４
月
に

は
第
一
次
天
安
門
事
件
、
四
人
組
壊

滅
。
１
９
８
９
年
４
月
に
は
胡
耀
邦

総
書
記
逝
去
で
６
月
に
第
二
次
天
安

門
事
件
、
２
０
２
３
年
、
外
相
更
迭

等
、
10
月
国
防
相
更
迭
で
第
三
次
か
、

国
内
経
済
、
軍
部
幹
部
更
迭
、
汚
職

蔓
延
の
中
国
、
政
治
闘
争
の
に
お
い
。

先
憂

後
楽

地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査

２
０
２
３
金
沢
・
鎌
倉
上
昇

10
月
13
日
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所

恒
例
の
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
２

３
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
区
町
村
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の

上
位
は
、
札
幌
市
（
北
海
道
）
が
３
年

連
続
ト
ッ
プ
を
維
持
、
例
年
と
変
わ
ら

な
い
。
金
沢
市
（
石
川
県
）
が
８
位
か

ら
４
位
、
鎌
倉
市
（
神
奈
川
県
）
が
７

位
か
ら
５
位
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。

同
都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
相
変
わ

ら
ず
上
位
と
下
位
の
顔
ぶ
れ
が
固
定
化

し
て
二
極
分
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
、

北
海
道
を
ト
ッ
プ
に
②
京
都
府
、
③

沖
縄
県
、
④
東
京
都
、
⑤
大
阪
府
、
下

位
は
、

42
山
口
県
、

44
群
馬
県
、

45

埼
玉
県
、

46
佐
賀
県
、

47
茨
城
県
で

す
。
下
位
だ
か
ら
魅
力
度
が
な
い
と
は

言
え
な
い
。
最
下
位
の
茨
城
県
を
例
に

と
る
と
、
「
な
ぜ
、
茨
城
県
は
ブ
ラ
ン

ド
調
査
で
下
位
の
ま
ま
で
あ
る
の
か
？
」

常
陸
の
国
風
土
記
で
「
土
地
広
く
、
土

が
肥
え
、
海
山
の
産
物
も
多
く
獲
れ
、

人
々
は
豊
か
に
暮
ら
し
、
常
世
の
国
の

よ
う
だ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
実
は
。

野
菜
、
科
学
技
術
、
歴
史
文
化
な
ど
一

つ
一
つ
が
地
域
資
源
の
価
値
を
有
し
て

い
ま
す
が
イ
メ
ー
ジ
と
が
結
び
つ
か
ず
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
大
き
い
。
競
争
優
位
に

は
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
好
感
度
、

満
足
度
の
好
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。

「
情
報
創
造
力
」
、
「
関
係
構
築
力
」
、

「
広
報
組
織
力
」
の
強
化
が
ミ
ス
マ
ッ

チ
解
消
の
カ
ギ
と
見
ま
す
。


